






《 加工ビジネス強化 》
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中山製鋼所グループのバリューチェーン
　当社グループでは、国内に蓄積されてきた鉄スクラップを活用し、CO2





中山製鋼所グループのマテリアリティ
　電気炉メーカーである強み、優位性を活かした成長戦略を実現すると同時に社会にとって不可欠な存在となり、100年先も躍動し続ける中山製鋼所グループを目
指して取り組むべき5つのマテリアリティ（重要課題）を特定しました。



中期経営計画（2022～ 2024年度）の概要と進捗状況

2022年度の業績および2023年度の業績見通しについて



2　カーボンニュートラル・循環型社会の実現に向けた取り組み強化
●5万㌧ /月の電気炉生産体制の確立
・安定操業と増産できる体制の確立
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5．リサイクル（循環型社会への貢献）
（1）電気炉鋼（自社および購入）の比率アップ





Social　社会への貢献

　中山製鋼所グループはステークホルダーの皆様との関わりに重点を置き、ステークホルダーの皆様への情報
開示と対話を通じてより良い信頼関係の構築に努めています。また、ステークホルダーの皆様からのご意見・
ご要望を経営へ反映し、経営理念にある「社会にとって有用な存在であり続けます」を実現すべく 顢 O 「 デµ撮へへ紺鯡］皆遼良ｆ酪 ‘ 憐 凞 爝











　当社は鋼製魚礁・増殖礁および藻場礁の多様なニーズに対応し、鋼製礁のトップメーカーとして、わが国の「つ
くり育てる漁業」の発展に貢献しています。

海洋エンジニアリングの詳しい取り組みについてはホームページをご参照ください。



ʢ�ʣ٬ސຬ଍౓ͷ্޲ 〇中山電気炉のメリットを活かした「NAKAYAMAグリーンスチール」開発の取組事例



7．株主・投資家の皆様へ
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　当社は法令および業務の適正を確保するための内部統制基本方針に基づき、内部統制システムを適切に整備・
運用しています。また、年1回、内部統制システムの整備・運用の状況を取締役会に報告しています。
　詳細は当社ホームページ「内部統制システムに関する基本方針」に掲載しています。
　https://www.nakayama-steel.co.jp/menu/about/ic.html
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